女王の椅子二部本編

　　　　　　　　　　　　　　　４
　山は加減してくれない。夕紀は、軽いハイキングのつもりだった。標高差約五百メートル、山頂は思ったより遠かった。荷物は、途中から則之が持ってくれたのだが、我が身の重量を軽くすることは出来ない。重くなって行く足、胸の谷間を流れる汗が止まらない。

「大丈夫か」

　則之の声に肯くのが精一杯だった。

「後少しで頂上や」　

　もう何度も聞いた言葉。あと少し、何度聞けば頂上に着くのだろう。則之は、先に進んでは立ち止まり、夕紀に声をかける。則之が草や木を踏む音を頼りに、夕紀は足元だけを見て登った。上を見ても生い茂る木々が先を阻む。

　ああ、もうだめ。声も出ない。

「夕紀ちゃん」

　もういいよ、あと少しでしょ。

「夕紀ちゃん、ほら」

　則之が両手を広げて立っていた。見上げる夕紀の視界に青い空が広がった。頂上付近は、伐採された後だった。広い空間に出た夕紀の頬を爽やかな風が涼を与える。

「ああ、気持ち良い」

　比叡山の山頂が真横に見える。北側には、入り組んだ尾根が幾つもあった。

「ねえ、のりくん。ここ前に来たことがあるような気がする」

　則之は、ウレタンシートを広げていた。

「そうやなあ、なんか落ち着くな。」

「うん、来て良かった」

「さて、弁当にしようか」

　青い空は、下界の騒動を忘れさせてくれる。緑と土の香りに、忘れていた自分を取り戻す。

「のりくん」

「うん、なに」

　夕紀は、おにぎりを彼の口に入れてやった。そして、彼がそれを飲み込むのを待って言った。

「あの、さあ」

「なんや」

「お茶飲むか」

　夕紀は、水筒を彼に渡した。則之は、一口お茶を飲むと息を吐いた。

「ふう、体動かした後の握り飯はうまい」

　今度は、則之が夕紀におにぎりを渡した。夕紀は、半分だけ口に入れた。それをお茶で流し込み、同じように息を吐いた。

「ふう。あのねえ、のりくん」

「うん、なんや」

　夕紀は、遠くを眺める彼の横顔を見つめて言った。

「あほっ」

　則之は、夕紀に顔を向けて、

「ごめん」

「はい」

　と言って夕紀は、半分になったおにぎりを彼の口に入れようとした。おにぎりに顔を近づけた則之に、それの代わりに夕紀はキスをした。そして、彼の首筋に何度かキスをした。彼女の柔らかい唇が、耳へと登って行く。則之の耳たぶに痛みが走った。

「うっ」

夕紀は、彼の耳を噛み、甘い声で囁いた。

「今日は、これくらいにしといてあげるわ」

　

　弁当を食べ終えた二人は、地図を広げて行き先を考えていた。印のない場所は、この尾根から北に広がっている。則之は、腕時計を見ながら地図にペンで線を引いた。

「一時間で、ここまでかな」

「そうやねえ、帰ることも考えないとね」

　二人が進む方向を眺めていると、背後から足音が聞こえた。振り向いた二人の目に写ったのは、衣を来た若い僧侶だった。その僧は、伐採された跡を何か探すように下を向いて歩いていた。

「どうかされましたか」

　則之がそう言うと、若い僧が二人を見上げて答えた。

「この辺りで数珠を落とし、それを捜しに参りました」

「それは、いつ頃ですか」

「さあ、もうずいぶん前のような」

　二人は、僧の側に寄って切り株の影や草の中を探った。

「お二方は、どこまで参られる」

　則之は、山の北側を指して言った。

「はい、遠瀬という場所が北の方にありそうなので、そこを探しに来ました」

　その僧は、空を見上げて言った。

「もう、戻った方が良い。日が落ちる前に雨になる」

「そうでしょうか、晴れていますけど」

「山の天気は、変りやすい。戻られよ」

　夕紀は、則之の手を握って言った。

「嫌な予感がするわ。今日は、帰ろう」

「そやな、写真だけ撮って帰ろうか」

　則之は、倉持から借りたカメラで頂上から写真を何枚か撮った。

「さあ、帰ろうか」

「うん」

　僧が二人を見て笑顔で見送った。二人が来た道を少し降りたところで、頂上を振り返ったが僧の姿が消えていた。

「あれ、他の道があるのかな。」

「そうやねえ、かなり山に詳しいみたいやし。」

　僧の言ったことは、現実となった。山道が終り、山沿いの道路に出るころには、厚い雲が広がり雷鳴が轟いた。山間の料理旅館の近くに停めた車に戻った時、滝のような雨が降り出した。

「うわ、山でこんな雨になったら、たまらんなあ」

「あのお坊さんの言うことを聞いて良かったわね」

「それにしても、すごい雨やな。車でも危ないかもね」

　夕紀は、旅館の看板を見ながら言った。

「予定より時間早いし」

「腹も減ったし」

　則之は、車のキーを抜いた。

「走るで」

　二人を出迎えたのは、中年の仲居だった。その仲居は、二人の様子を見て、客ではないと思ったらしい。

「なんどした」

「あの、食事をしたいのですが」

「へえ、そう言われましても、うちは予約のお客様だけどして」

「なんとかなりませんか」

　則之が何度頼んでも仲居は、料理の段取りや部屋の準備が出来ていないと断わり続けた。しかたなく、諦めた二人が出て行こうとすると、奥から初老の女将が玄関に現れた。

「大したおもてなしも、できしまへんけど、それでよろしいのやったら上がっておくれやす」

　その声に振り向いた夕紀の顔を見て、女将が驚いたように言った。

「あら、中山さんとこの妹さんと違いますか。夕紀ちゃんやね」

　夕紀は、全く覚えていなかったのだが、ここに父が何度か家族を連れて来ていたらしい。女将に父の死を話すと、彼女は父の思い出を語ってくれた。山歩きが好きな父は、山から下りた後ここで風呂に浸かり、母が後から二人の子供を連れて来て食事をした。一度だけ幼い夕紀が、父に背負われて頂上まで行ったことがあったらしい。

「へえ、そうだったのですか。父がねえ」

「おとなしゅうて、それで明るいお子どした。お二人のお子さんは」

「えっ、私たち夫婦と違います。まだ」
　則之は「まだ」に反応した。

「まだ・・って」

　夕紀は軽く則之の腕をつねった。女将は、口を手で押さえて言った。

「あれ、それは失礼しました」

　

　最初に出てきた料理は、ガラスの皿に竹筒が乗っていた。ほのかな竹の香り、女将が竹を持上げると、皿に白い素麺が広がった。山菜とシイタケの天ぷら、シジミのお吸い物。漬物の煮付けに、豆ご飯が最後に出された。

「あの、これ」

　女将は、端が茶色く変色した紙を夕紀に渡した。それは、古い地図だった。その地図は、美鶴から渡されたものと同じ地形だった。二人は、二つの地図を並べて肯いた。地図中央、今日二人が行こうとしていた地点に幾つもの印があった。印がないところに、遠瀬と手書きの文字があった。立ち上がった則之は、窓から山を眺めて言った。

「今日は、もう無理やな。来週、また来るか。夜明けから、出発したらかなり奥まで行ける」

　夕紀は、軒から滴る雨を目で追いながら答えた。

「うん、そうしよう。女将さん、来週の土日、部屋取りたいのですけど」

「へえ、よろしおます。一部屋でよろしおすな」

「えっ、はい。そうですね。のりくん、どうしよう」

「うん、ええよ」

　膳が全て片付いたところに、女将が古いリュックサックを持ってきた。ホコリにまみれていたらしく、所々に黒い綿のようなゴミが付いていた。

「食事中に出すのは、どうかと思いまして」

　女将は、そう言って中のものを畳の上に並べた。父がこの旅館に置いていたリュックサックだった。アルミの食器や懐中電灯もあった。古い地図、そして大学ノートが一冊。ノートには、夕紀が幼いときに火災で失った、夕顔とイカリの伝説が書かれていた。エンピツの走り書きだったが、女将はそれを何度か読んでいた。判らないところは、父に聞きながら頭の中で物語を想像していたと言う。家に残っていた原文は、古文それも殆どカナばかり。しかし、目の前にあるノートは、それを訳した文章だった。

　女将は、長い間この物語を忘れていたのだが、夕紀と則之の姿を見たとき、これを思いだした。女将が想像していたイカリと夕顔だった。

「それで、二人が夫婦に見えたのどすなあ。うちも長いことこの商売をやっています。間違えたのは、久しぶりどすわ。面目ないことで」

　そう言って女将は、口に手を当て笑った。そして、父が残した荷物を夕紀に持って帰るように言った。

　旅館から帰る車の中、夕紀は父の荷物を抱え、黙って前を見ていた。則之も何も言わず、ラジオから流れる音楽を聞いていた。

　夕紀の家では、美鶴が二人の帰りを待っていた。美鶴の顔がほんのり赤みを帯びている。そして、母もお酒を飲んでいるようだ。

「何よ、二人で飲んでいたの」

　母は、則之の手を引き、

「さあ、のりくんも上がりいな。美鶴ちゃんが、ええお酒を持って来てくれたんや」

　予期せぬ酒盛りだった。

「まあ、ええか」

　則之は、母に付いて家の中へと入って行った。酒が進むと母は、則之を相手に父の思い出話を始めた。夕紀は、母を彼に任せて美鶴に今日のことを語った。美鶴は、一通り話を聞くと地図の中央を指差して言った。

「なるほど、この辺りに何かありそうなのですね」

「さあ、古い文献でしょう。父の記録が正しいのなら、だいたい九百五十年前のことやものねえ」

　美鶴は、ふと視線を則之に移して夕紀に言った。

「あの、気になることが一つ。どうして、藤原さんの耳に血の塊が付いているのでしょう」

　夕紀は、苦笑いを浮かべて、

「さあ、どうしてかな」

「ふーん、あやしいなあ。首筋に赤い点もあるしい」

「えっ、うそ」

「ああ、引っ掛かった」

　そう言って、美鶴は夕紀に酒を注いだ。

「さあ、夕紀さん飲んで、仕事の話はまた今度」

　夕紀と美鶴が杯を交していると、則之が立ち上がった。

「俺、明日早いし帰るな」

　母も立ち上がって、あくびを噛み殺しながら寝室に消えて行った。美鶴は、一升瓶を持上げた。

「私、もう少し夕紀さんの話を聞きたい」

「そうか、ほな俺帰るな。飲みすぎるなよ」

　夕紀は、則之を見送るために立ち上がろうとしたのだが、ふらついていた。

「ああ、夕紀ちゃん。ええよ。座っとり」

「うん、ごめんね」

　則之が帰った後、美鶴は二人関係について尋問を始めた。

「ねえねえ、今日は楽しかったのでしょ。久しぶりのデートって感じかな」

「ええっ、そんな雰囲気と違うわ」

　山を歩いた疲れと酔いのせいか、夕紀は山頂での出来事を美鶴に語った。

「そう、ふーん。あほ、ごめん。それだけで、分かるのですね。いいなあ、そんな感じ。私も言ってみたい」

「美鶴ちゃんにも良い人がみつかるわよ」

「ああ、やっぱり、イイヒトなんだ」

「そんなんと、ちゃうって」
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